






要約:われわれの施設における奇形児の出産数と出生前に診断される症例数とは増加傾向

にあり、なかでも開業医からの紹介症例の増加が著しい。これは新生児奇形に対する認識

が高揚し周産期医療の一部として regionalization化されつつあるためであろう。また、

新生児奇形の 80%は産科ルーチン検査を通して発見可能であり残りの 20%のためには前症

例を対象としたスクリーニングが必要であると考えられた。 


